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左 義 長 ま つ
一
り
駒

■
ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

2
日
間
の
ま
つ
り
を
締
め
く
く

る
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

28
日
午
後
9
時
、
神
明
神
社
で

採
火
さ
れ
た
御
神
火
に
よ
っ
て
九

頭
竜
川
河
原
の
14
の
御
神
体
に
一

斉
に
火
が
放
た
れ
る
と
、
高
く
燃

え
上
が
る
炎
は
夜
空
を
焦
が
し
、

会
場
に
訪
れ
た
人
々
は
、
五
穀
豊

穣
と
鎮
火
（
ひ
し
ず
め
）
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

奥
越
に
も
よ
う
や
く
春
が
や
っ

て
き
ま
す
。
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五
輪
ま
で
生
き
て
や
る
ぞ
と
喜
寿
傘
寿

池
田　
　

功

神
奈
川
県
川
崎
市

絵
行
燈
道
行
く
人
を
和
ま
せ
る

横
尾　

伸
子

大
阪
府
高
槻
市

絵
行
燈
無
骨
な
父
を
笑
わ
せ
る

鈴
木　

貴
子

栃
木
県
宇
都
宮
市

缶
け
り
の
前
に
小
さ
な
五
郎
丸

森　
　
　

惇

青
森
県
八
戸
市

恐
竜
も
エ
ト
の
仲
間
に
入
ら
ぬ
か

内
田　
　

誠

千
葉
県
船
橋
市

プ
ロ
ポ
ー
ズ
そ
の
時
指
は
五
郎
丸

上
田　

康
宏

奈
良
県
橿
原
市

国
民
の
願
い
も
杭
も
届
か
ざ
る

南　
　

和
男

神
奈
川
県
横
浜
市

恐
竜
が
後
押
し
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク

中
村　

惠
實

福
井
県
坂
井
市

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
ど
ん
ど
と
燃
え
よ
茜
ち
ゃ
ん

石
倉
ひ
で
子

勝

山

市

絵
行
燈
夢
と
風
刺
の
玉
手
箱

松
田
テ
ル
オ

福
井
県
大
野
市

引
か
れ
た
手
引
い
て
母
の
手
ど
ん
ど
焼
き

井
内　

雅
仁

大
阪
府
吹
田
市

赤
襦
袢
揺
れ
る
童
の
に
ぎ
や
か
さ

曾
根
伊
佐
子

福
井
県
越
前
市

放
つ
矢
は
届
い
て
い
る
の
か
支
持
層
に

脇
川　

一
也

愛
知
県
岩
倉
市

は
い
て
ま
す
？
裸
の
王
様
安
倍
総
理

武
藤　
　

哲

東
京
都
調
布
市

こ
の
年
も
「
熱
く
生
き
ろ
！
」
と
ど
ん
ど
焼
き

大
窪
誠
一
郎

兵
庫
県
神
戸
市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
国
の
囚
人
ら
し
く
な
る

阿
久
津
凍
河

青
森
県
三
沢
市

時
々
は
爆
買
い
し
ま
す
百
均
で

丸
橋　
　

稔

岡
山
県
津
山
市

左
義
長
に
老
い
の
炎
が
目
を
さ
ま
す

吉
原　

瑞
雲

福
島
県
白
河
市

改
ざ
ん
で
マ
ン
シ
ョ
ン
首
を
か
し
げ
て
る

瀬
戸
佐
多
市

千
葉
県
野
田
市

打
た
れ
る
は
出
る
杭
な
ら
ぬ
地
下
の
杭 

松
川　
　

靖

埼
玉
県
鴻
巣
市

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第４回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果

勝
山
左
義
長
と
市
内
観
光
地
見
学
ツ
ア
ー
大
盛
況

◆
県
内
外
か
ら
34
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
2
月 

28
日 

・
29
日
に
開
催
さ

れ
、
東
京
、 

神
奈
川
、 

埼
玉
の
関

東
圏
、
大
阪
、
京
都
の
関
西
圏
か

ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県
内
外
か

ら
34
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
市
民
ガ
イ
ド
や
地
元

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
各

櫓
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

夜
は
左
義
長
ば
や
し
を
見
な
が

ら
勝
山
の
伝
承
料
理
な
ど
を
味
わ

い
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ど
ん
ど
焼
き

見
学
を
し
て
左
義
長
ま
つ
り
を
堪

能
さ
れ
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　

新
潟
出
身
で
す
。
東
京
か
ら
の

単
身
赴
任
で
昨
年
春
に
福
井
に
来

た
時
か
ら
勝
山
左
義
長
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
が
期
待

し
て
い
た
以
上
の
お
祭
り
で
し
た
。

特
に
櫓
で
太
鼓
を
た
た
く
子
ど
も

た
ち
の
「
笑
顔
」
が
天
使
の
よ
う

で
大
変
素
敵
で
し
た
。
本
日
で
最

終
日
と
な
る
の
が
寂
し
い
感
じ
が

し
ま
す
。 （
47
歳
男
性　

福
井
市
）

　

左
義
長
は
今
年
で
３
回
目
で
す

が
、
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
り
奥

の
深
い
祭
り
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
文
化
は
大
変
面
白
く
、
ま
た

各
都
市
ご
と
に
違
っ
た
文
化
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
で
す
。

（
25
歳
女
性
Ａ
Ｌ
Ｔ　

勝
山
市
）

　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,020句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、ゆめおーれ勝山
前に勝山左義長まつりの期間中展示されました。

椎名誠賞　「左義長は見るも踊るも皆主役」
　　　　松永　智文（愛知県清須市）


